
地震や津波から、
あなたや大切な人を守るために

11月5日は、「津波対策の推進に関する法律」により制定された「津波防災の日」です。また、国連総会の決議によって定められた「世界津波の日」でもあります。これは、1854年の安政南海地震の際に、
濱口梧陵が、暗闇の中で、高台の稲むらに火をつけて、津波から逃げている住民を避難させて救った逸話にちなんだ日です。この逸話をモデルに「稲むらの火」の物語が作られ、日本だけでなく世界
中に津波の恐ろしさが伝えられました。


